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付 議 案 件 

 

第１号議案 

 

景観づくり重点区域の指定 

（南本町三丁目地区） 
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景観づくり重点区域の指定 

（南本町三丁目地区） 

 

 

１ 内容 

南本町三丁目の一部区域について、上越市景観条例第 10条第１項に基づく景観づくり重点区域

に指定するとともに、同条例第 11条に基づく景観づくり地区計画を策定する。 

 

２ 理由 

当市では、平成 16年の景観法制定を受け、平成 21年に上越市景観計画を策定し、「自然と風土

がおりなす、上質な美しさが実現できるまち」の実現に向け各種施策を実施している。 

良好な景観づくりを推進するため、地域の特色に応じたきめ細やかな規制誘導方策が有効であ

り、地域独自のまちなみに関するルール作りは重要な要素の一つであることから、当市では、住

民の意見を聴いた上で、特に良好な景観づくりを推進する区域については、上越市景観条例に定

める景観づくり重点区域の指定の誘導を進めている。 

当該区域は、住民が主体となって地域の特色ある雁木通りの保全に向け、様々な活動を行って

きている地域であり、景観づくり重点区域に指定するとともに景観づくり地区計画を策定し、各

種制限の対象とすることで、雁木通りを中心とした一体的な街区として秩序ある景観形成を図る。 

  

第１号議案 
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南本町三丁目地区景観づくり地区計画 地区計画図 

道路敷界 

道路敷界 

道路中心界 

道路中心界 

景観づくり
重点区域

凡例

第１号議案 
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令和 4 年 月 日 施行 

◆地区の概要 

範   囲 

位 置 上越市南本町三丁目の一部 

面 積 約 1.2 ha 

方   針 

・現況の景観特性を継承し、雪国のくらしぶりが印象的に感じられるまちな

みをつくる。 

・雁木通りの雁木や建物の連続するまちなみを継承し、まとまりのあるまち

なみをつくる。 

・自然の移り変わりやまちなかの変化を印象的に見せ、適度な変化と人びと

の温もりが感じられるまちなみをつくる。 

届出対象 

とする行為 

雁木通り（一般県道青柳高田線）から見える建築物・工作物について、次

のいずれかに該当する行為を行う場合。 

 ア．新築、新設、増築、改築、移転 

 イ．外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色の変更 

景観づくり重点区域は、計画図表示のとおり 

◆行為の基準 

 

対象 対象事項 基    準 

建
築
物
・
工
作
物 

総 体 

・雁木通りには、原則として雁木
※
を設ける。 

 ※雁木：屋根が設置されているものであれば、形態は問わない。 

・雁木通りには、雁木以外の工作物（独立看板等）は設置しない。 

・やむを得ず、雁木を設けない場合は、雁木通り部分を空地として、通行で  

 きる空間を確保する。 

形 態 
・雁木通りに屋根が設置されているものであれば、雁木の形態、屋根の仕上げ

は問わない。なお、雁木通りの連続性を損なわないように配慮する。 

構 造 
・雁木の構造は、原則として木造とする。なお、他の構造とする場合は、雁木

通りの連続性を損なわないように配慮する。 

幅 員 ・雁木の有効幅員は、1.3m 以上確保する。 

歩行面 

・雁木の歩行面は、滑りにくく、平たんな構造とする。なお、コンクリートを

使用する場合は、木ゴテ仕上げなどの滑りにくい仕上げとするなど配慮す

る。 

・原則として、隣接する雁木とは段差をつけない。また、雁木の歩行面と道路

面が接する場合は、極力、段差をつけない。 

第１号議案 

南本町三丁目地区景観づくり地区計画（仮称）  
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建
築
物
・
工
作
物 

色 彩 

・建物の外壁、屋根、雁木の色は、「南本町三丁目景観色彩ガイドライン」に沿

った配色となるように配慮する。 

・建具やサッシは、雁木に似合う素材や意匠となるよう、可能な限り明るさを

抑えた色にするなど配慮する。 

看板等 

・看板等の屋外広告物は、連続雁木の連なりや風情を損なわないように、文字

や素材などデザインに配慮する。 

・看板等で雁木及び屋根を覆い隠すような看板は使用しない。 

照 明 
・雁木灯等の照明は、温かなあかりで落ち着きのあるまちなみを演出するため、

3,000K 以下の電球色に近い色温度となるように配慮する。 

第１号議案 

南本町三丁目地区景観づくり地区計画（仮称）  
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付 議 案 件 

 

第２号議案 

 

景観づくり重点区域の指定に伴う 

上越市景観計画の変更 
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景観づくり重点区域の指定に伴う 

上越市景観計画の変更 

 

 

１ 内容 

南本町三丁目地区の景観づくり重点区域の指定及び景観づくり地区計画の策定に伴い、上越市

景観計画を変更する。併せて、閲覧性の確保の観点から、構成の変更等の軽微な変更を行う。 

 

２ 理由 

当市では、平成 16年の景観法制定を受け、平成 21年に上越市景観計画を策定し、「自然と風土

がおりなす、上質な美しさが実現できるまち」の実現に向け各種施策を実施している。 

良好な景観づくりを推進するため、地域の特色に応じたきめ細やかな規制誘導方策が有効であ

り、地域独自のまちなみに関するルール作りは重要な要素の一つであることから、当市では、住

民の意見を聴いた上で、特に良好な景観づくりを推進する区域については、上越市景観条例に定

める景観づくり重点区域の指定の誘導を進めている。 

当該区域における景観づくり重点区域の指定及び、景観づくり地区計画の策定に伴い、景観法

第 8条第 2項第 2号の「良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項」を定めることから、

当該内容を上越市景観計画に追加し、変更する。 

 

  

第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 



 

- 18 - 

 

  

第２号議案 
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第２号議案 
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第２号議案 
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  第２号議案 
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第２号議案 
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報 告 案 件 

 

 

 

令和４年度の景観事業の報告 
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（１）継続的な取組について 

 

① 景観法に基づく届出制度の実施 

 

◆届出制度について 

【今年度の実施内容】 

・周辺環境と調和が図られた景観づくりを推進するため、景観づくりに重大な影響を

及ぼす建築物等の新築、改築、外観の模様替え、色彩変更等の行為に対する届出等に

関し、適正な審査を実施する。 
 

【今年度の目標】 

・届出案件については、事前協議を丁寧に行い、基準に適合するように誘導する。 
 

【今年度の成果】 

・届出された案件については助言等により改善や誘導を図り、基準に適合させること

ができた。 

 

◆届出制度の審査件数 

年度 地域 件数 

内訳 

商業 学校 
福祉 

施設 
工場 

共同 

住宅 
鉄塔 その他  

R2 

上越市全域 110 6 4 1 13 12 40 34 

景観づくり重点区域 

＝安塚区全域(内数) 
(4) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (3) 

R3 

上越市全域 140 11 2 5 18 13 77 14 

景観づくり重点区域 

＝安塚区全域(内数) 
(3) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (0) 

R4 

上越市全域 88 2 5 4 13 7 44 13 

景観づくり重点区域 

＝安塚区全域(内数) 
(5) (0) (0) (0) (0) (1) (2) (2) 

  （令和 4年度は 9月末までの件数）  

 

 

 

  

【今後の課題】 

・届出案件については、より多くの案件でアドバイザー制度を活用してもらい、  

引き続き、周辺環境に調和するように誘導していくことが今後の課題である。 
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② 景観アドバイザー制度の実施 

 

◆景観アドバイザー制度について 

【今年度の実施内容】 

・周辺環境と調和が図られた景観づくりを推進するため、専門家が建築物等の色彩・ 

照明・サイン等についてアドバイスを実施する。 
 

【今年度の目標】 

・アドバイスにより改善や誘導を図り、周辺地域と調和が図られた景観づくりを推進

する。 
 

【今年度の成果】 

・アドバイスを受けた建築物等については、色彩や照明について周辺環境と調和する

ように誘導することができた。 

 

◆景観アドバイザー 

・色  彩：吉田愼悟 氏 

・照  明：稲葉 裕 氏 

・デザイン：島津勝弘 氏 

    

◆景観アドバイスの実施件数 

年度 
アドバイス 

件数 

アドバイスの区分 内 訳 

色彩 照明 
デザ 

イン 
商業 学校 

福祉 

施設 

工場 

倉庫 

共同 

住宅 
その他 

R2 29 19 10 0 0 6 0 0 1 19 

R3 37 24 12 1 1 2 0 3 4 22 

R4 31 22 9 0 0 5 2 2 3 12 

（令和 4年度は 9月末までの件数） 

    ※一つの案件で色彩、照明のアドバイスを行う場合があるため、アドバイス件数

と内訳の合計は一致していません。 

     ※アドバイス件数については、メールでのアドバイスも含んでいます。 

 

 

 

 

 

  

【今後の課題】 

 ・民間施設について、景観アドバイザー制度の利用が少ないことから、引き続き、 

制度について積極的に周知し、制度を活用してもらうことが今後の課題である。 
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(2) 拡充する取組について 

 

◆景観に関する地区指定（景観づくり重点区域の指定）に向けた取組について 

【今年度の実施内容】 

・南本町三丁目については、町内会から景観づくり重点区域の指定に向けた提案を受

け、法的な手続きに着手するとともに、他地区についても関係町内会と街並みのルー

ルづくりの検討を進める。 
 

【今年度の目標】 

・南本町三丁目において景観づくり重点区域の指定を行うとともに、他地区について

も同様の取組を波及させる。 
 

【今年度の成果】 

・南本町三丁目については、景観づくり重点区域の指定に向けて法的手続きを進める

ことができた。 

・他地区については、景観のルールづくりを進めていくことについて関係者と協議中

であり、引き続き、景観づくり重点区域の指定に向け、検討を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参 考：令和 4年度の南本町三丁目の景観まちづくり活動の主な内容 

＜夜間景観活動＞ 

    ・高校生による影絵の作成・展示 

・町内会等による灯りイベントにおいて雁木通りに竹行灯等を設置 
 

   ＜修景活動の実施＞ 

    ・町内会と高校生が格子の塗装作業を実施 
 

   ＜高校生による空き家のリノベーションの提案＞ 

・まちを活性化するために、空き家のリノベーションを高校生が検討・提案 

 

  

【今後の課題】 
・景観づくり重点区域の指定が最終目的ではないため、今後も住民主体で、楽しみな

がら景観まちづくり活動を継続していくことが今後の課題である。 

・また、南本町三丁目の取組をモデルとし、他地区についても同様の取組を波及させ

ていくことが今後の課題である。 
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 (3) 新たな取組について 

 

◆上越市屋外広告物ガイドライン（仮称）の作成 

【屋外広告物の規制・誘導の必要性】 

・屋外広告物は景観を形成する重要な構成要素の一つであり、良好な景観を形成し、

かつ公衆の安全性を確保するために、屋外広告物の規制・誘導が必要である。 
 

【作成の目的】 

 ・条例制定による法的規制を将来目標としたうえで、上越市独自の屋外広告物の誘導

方針を示すガイドラインを公表することにより、屋外広告物の設置者、市民及び行

政における、上越市内の屋外広告物に関する将来像の共有を図る。 

 
 

◆上越市屋外広告物ガイドライン（仮称）の構成概要 

【誘導内容】 

   〇上越市内全域に対する指針（一般指針） 

  ・良好な景観形成に資する要素である「周囲の景観との調和」「形態・色彩・掲出内

容の配慮」「維持管理への配慮」について、基本的な考え方や推奨例を示すもの。 

   〇特徴ある地域に対する指針（地域別指針） 

・地域特性に応じた誘導を図るため、市域を「歴史・文化地域」「市街地地域」「自

然地域」に分類し、各地域における基本的な考え方や推奨例を示すもの。 
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【表面（イメージ案）】         【裏面（イメージ案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中面（イメージ案）】
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       新たな地区の掘り起こし・地区指定の実施 

地区指定の 

手法の整理 

      SNS による情報発信（区と連携） 

※継続実施 

※随時、検討 

※作成中 

※地区指定の手続き中：1 地区、検討中：2 地区 

(4) 5 年間（令和 3年度～令和 7年度）の取組の進捗状況について 

 

◆進捗スケジュール 

取組項目 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

(1) 
継続的な 
取  組 

継 続 事 業  

 

   

(2) 
拡充する 
取  組 

地 区 指 定 

 
    

 
    

 

    

中 山 間 地 域 に 
お け る 景 観 
ま ち づ く り の 
波 及 

 
    

 

 

   

 

 

   

(3) 
新 た な 
取  組 

屋 外 広 告 物 の 
景観ガイドライン
の 作 成 

 
    

     

     

 

◆取組に関する成果指標と目標値（目標年度：令和 7年度末） 

取組項目 成果指標 令和 2年度末 目標値 
現状値 

令和 4年 9月末 

景観づくりの 

誘導施策の強化 

景観の行為の届出について 

基 準 に 適 合 し な い 件 数 
0 件/年 0 件/年 0 件/年 

ア ド バ イ ザ ー 件 数 58 件/年 60 件/年 31 件/年 

景観づくり重点区域の指定数 1 地区 

38 地区 36 地区 地 区 計 画 の 指 定 数 35 地区 

景 観 協 定 の 締 結 数 0 地区 

改善イメージの作成 

推奨値の作成 

ガイドラインの運用 

※必要に応じて見直し 

地区指定の 

方針策定 

現況把握 新たに予定している活動の把握 

現況把握 

継続事業の実施 

※完了 

※完了 

※完了 

※完了 

           アドバイザー制度の活用（区と連携） 

※随時、発信 
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